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１．研究の目的　　
地域包括ケアシステムの構築において、高齢者の住まう場所の一つとして「介護保険施設」が挙げられている。介護保険施設は介護保険法上は「通過施設」として位置付けられ、要介護高齢者の心身の状況や家族の状況等が整えば、再び在宅へと戻ることが求められている。しかし、現実にはほとんど自宅へ帰る退所者はないものの、盆や正月時に一時的に自宅に帰る「一時帰宅」によって家族との関係を保ちながら生活を送っている例がある。本研究は、このような実践を研究し、①一時帰宅支援の方法、②一時帰宅支援がもたらす効果を明らかにすることを目的とする。

２．研究方法と倫理的配慮　　　
（1）データ収集の方法　A県B市において介護保険事業等を展開するC社会福祉法人の3つの特別養護老人ホームを調査協力機関とし、D施設（定員 64名）から12事例、E施設（100名）7事例、F施設（95名）9事例、計28事例を分析対象となるデータとした。
（2）データ分析の方法　データから一時帰宅の支援に関する記述部分を抜き出し、その意味を考え、同様の性質を持つものをグループ化、カテゴリー化し、カテゴリー間の関係を考慮して図式化した。さらに、職員の動きについて追加調査を行い、そのデータを先の分析に統合した。この分析結果をDEF施設の職員（事例提供者）に提示し、メンバーチェックを行い、その意見も踏まえて最終的な研究結果を整理した。
（3）倫理的配慮　本研究において、C社会福祉法人の専務理事に協力頂く研究内容についての説明を行い、匿名化された事例の提供、職員の研究への参加、および研究結果の発表、個人が特定できないように記述とすることについて、文書での了承をいただいた。

３．結果と考察　
(1) 生成したカテゴリーと結果図 
(2)ストーリーライン　　　　　
一時帰宅支援は、利用者が入所する以前から始まる。施設側は利用者と家族に入所後も一時帰宅ができることを知らせる。そして、入所段階でのアセスメントにおいて利用者と家族のアセスメントを行い、把握した本人と家族の状況によって一時帰宅支援の展開を考慮していく。
　ケアは本人の状態に応じて提供され、一時帰宅の希望者には一時帰宅のために必要な事項がケアプランに位置づけられる。一時帰宅実施にあたって、家族の意向を把握するとともに、阻害要因（環境側、本人側）の克服と促進要因となる条件を整えながら働きかけを行っていく。
　一時帰宅を実施するために、家族の力を補うとともに、家族と協働し、一時帰宅を実施していく。実施後は、帰園後の本人の様子の把握、家族の意向の把握を行っていく。こうした一時帰宅がうまく行くことによって、本人に対しても、家族に対しても成果が見られ、それが継続的な一時帰宅へとつながっていく。こうした取り組みを「入所しても社会の一員」と考える法人の理念が支えている。
(3)各カテゴリーの説明
1.（理念）利用者への「盆帰省（一時帰宅支援）」は施設／法人が「入所されても家族の絆や地域のつながりが途絶えることなく、社会の一員として大切な存在であることを理念」に支えられている。
2.（できると知らせる）利用者の入所の段階／入所後も一時帰宅ができることを知らせている。
3.（アセスメント）入所段階で、「本人のアセスメント」、家族の「意向の把握」と同時に「家族のアセスメント」も行う。
4.（展開を考える）「本人のアセスメント」「家族のアセスメント」を行う中で、一時帰宅をすることについての家族の負担を考慮し、一時帰宅の支援について、今後の進め方を考える。
5.（ケアの提供）利用者のケアでは「利用者の状態に応じた対応」が行われる。それと同時に、一時帰宅に向けた取り組みをケアプランに盛り込むことで、利用者に提供される日常的なケアの中に一時帰宅を見据えた機能の維持や改善をねらうケアが行われていく。
6.（条件）一時帰宅を可能にする条件について考える。一時帰宅を妨げる事柄（阻害要因）と促進する事柄（促進要因）の両方を視野に入れながら、実現の条件を探っていく。
7.（働きかけ）「阻害要因」「促進要因」を見きわめながら、家族に対して一時帰宅に対する働きかけを行っていく。そうした方法は、①施設側から一時帰宅について「提案」する、②本人の状態を伝える、③本人の思いを代弁する、④働きかけの時期を見計らう、⑤家族と協議の場を設ける、⑥家族の不安の手当をする等がある。
8.（一時帰宅のための配慮）一時帰宅の実施には「家族の力を補う」ことを心がける。
9.（協働）一時帰宅に向けて、家族と施設側は協力していく。それには「相談」「情報の提供」「不安の解消」「家族の介護力の向上を図る」等、さまざまな方法がある。
10.（一時帰宅）このようにして一時帰宅が実現する。一時帰宅は「盆」や「正月（年末年始）」やそれ以外の時期にも行われ、形態は、数時間、1泊2日、2泊3日、3泊4日等とさまざまである。
11.（モニタリング）利用者が施設に帰ってくると、時帰宅の様子等を確認する。
12.（成果）一時帰宅を行うことは、本人、家族に対してよい影響をもたらす。
13.（不十分な成果）帰宅時の本人の様子が必ずしも家族が期待したようなものではない場合もある。
14.（定例化）一時帰宅が満足なものになったことで、一時帰宅は定期的なものとなっていく。
15.（政策提言）施設入所者の一時帰宅時に居宅サービスが適用できるようになればよい等、援助者側は制度に対する提言も考える。

４．結論　　　
本研究から、施設入所者の一時帰宅を支援するに際して用いる支援方法、家族に対するアプローチの方法について明らかにすることができた。こうした取り組みは利用者・家族に満足をもたらすものであるといえる。なお、本研究の限界として、3施設の実践をデータとした質的研究でであり、異なる条件下で一時帰宅支援を行っている実践例においては、本研究結果と異なる研究結果が得られる可能性がある。
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